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English lectures for introducing Okayama university to international students 

Toshihiko KIWA*1 

1. はじめに 

岡山大学大学院ヘルスシステム統合科学研究科では，2023 年
1月18日に， Okayama University Lectures “Interdisciplinary science 
and engineering" ~ To be a pioneer of a better human society ~と題し，
留学生受入れ促進のための英語講義を実施した．大学院ヘルス
システム統合科学研究科に設置されているバイオ・創薬部門，医
療機器医用材料部門，ヒューマンケアイノベーション部門，ヘル
スケアサイエンス部門の４部門から教員が参加し，各部門の紹
介と，研究に関連した講義を行った．講義はハイブリッド形式と
し，配信用のカメラ，音響機器が整備されている岡山大学津島キ
ャンパス 工学部１号館第２講義室で行われた． 

2. 広報 

図１は，実施案内のポスターである． 

研究科ホームページ及び，岡山大学内の教員・学生用各メーリン
グリストで配信した他，日本留学海外拠点連携推進事業（東南ア
ジア）を通じて，ASEAN10か国を中心に，Facebook, Instagramで
の広報を行った．また，在外公館や協力機関への広報要請も行っ
た(図２)．結果として， 国内外で 158 名の参加登録があった．

その内，海外からの参加登録者は，134名であった．また，講義
室には約20名の学生が常時参加し，対面で講義を聴講した．海
外では特に，大学院ヘルスシステム統合科学研究科と部局間協
定を締結している University Malaysia Pahang(マレーシア)からの
参加者が多く見られた． 

3. 講義内容 

講義に先立ち，紀和より全体の概要について説明があった．岡
山の文化的・学術的魅力，岡山大学の魅力を説明したのち，世界
的にもユニークな構成の研究科の概要及び，教育研究の国際性
について説明があった(図３)． 

*1: 岡山大学学術研究院ヘルスシステム統合科学学域 
*1: Faculty of Interdisciplinary Science and Engineering in Health 

Systems, Okayama University 

図１ 開催案内 

図２ Instagramによる広報(studyinjapan_asean) 
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 その後，各部門の教員による英語講義が行われた．まず，バイ
オ・創薬部門から，大槻高史教授，早川聡教授，德光浩教授によ
る講義が行われた．続いて，医療機器医用材料部門から，紀和及
び楊家家研究准教授の講義が行われた．楊家家研究准教授は，科
学技術振興機構 創発的研究支援事業に採択され，研究を精力
的に進めている教員であり，研究課題に関連する先端の研究内
容に関する講義が行われた．次に，ヘルスケアサイエンス部門の
狩野光伸教授よりオンデマンド形式の講義が行われた後，原田
奈穂子教授より国際的な看護学に関する活動について講義があ
った．最後に，ヒューマンケアイノベーション部門から袴田玲講
師，藤井大児教授から講義がされた．聴講者はどの講義も非常に
熱心に聞き入っていた． 

4. オンデマンド講義の配信 

本講義では，実際のハイブリッド講義に加えて，動画収録した
講義をYou Tubeにアップロードし，聴講者に提供した(図4)． 

内容は以下のとおりである． 

1. Guidance  (吉葉恭行教授) 
2. Introduction  (五福明夫教授) 
3. Interdisciplinary Science  (狩野光伸教授) 
4. Social systems for healthcare in Japan (松尾俊彦教授) 
5. Approaches from Health Systems Management Science 

(渡邉豊彦教授) 
6. Interdisciplinary Science from Drug Development 

(德光浩教授) 
7. Approach from Biomaterials Engineering, Development of 
Biomaterials  (早川聡教授) 

8.Interdisciplinary Research on “Aging” in Japanese Society 
(本村昌文教授) 

9. Approaches from Clinical Thanatology  (日笠晴香講師) 
10. Approaches from the Theory of the History of Science and 
Technology                         (吉葉恭行教授) 

(URL: https://www.youtube.com/playlist?list=PLN-mMYzi0JiaABk6z99c3slATk2MdlRQG) 

5. まとめ 

今回，留学生受入れ促進のための，岡山大学大学院ヘルスシス
テム統合科学研究科の独自の試みとして，英語講義をハイブリ
ッド形式で開催した．海外，特にASEANからの多くの参加があ
り，参加者は熱心に講義を聴講した．今後の当研究科への留学生
の増加が期待される．また，今回の英語講義を契機に，研究科の
英語講義促進につながることを期待したい． 

謝辞 
本事業を開催するにあたり，横平徳美研究科長，吉葉恭行学務

委員長はじめ多くの先生にご協力をいただきました．改めてお
礼を申し上げます． 
 また，本事業は岡山大学グローバル人材育成院 「学生派遣・
留学生受入促進のためのプログラム開発経費」の支援を受けて
行われた． 

図３ 大学院ヘルスシステム統合科学研究科の概要 

図４ You Tubeにアップロードした講義動画 
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